
‐31‐ 

日日本本文文化化研研修修・・国国際際交交流流イイベベンントト・・学学生生ササポポーータターー関関連連 
 
日日本本文文化化研研修修 

今年度の各種学外研修に関しては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必要最小限に抑えた形で活

動を行った。具体的な活動は以下のとおり。 
 

 四四国国化化工工機機、、霊霊山山寺寺訪訪問問、、藍藍染染体体験験 

2023 年 2 月 15 日（水）、日本文化研修の一環として、四国化工機株式会社と霊山寺を訪問した。四国

化工機では、同社の主力製品である紙パック注入器の製造ラインを視察し、今後の脱プラ社会における

紙パックの可能性について学んだ。霊山寺では、境内に入り、手をゆすぎ、手順に沿って本堂・大師堂

での参拝を体験し日本を知る非常に良い経験になった。 
 
参加者：11 名（日本語研修コース研修生 9 名、交換留学生 1 名、日本人学生 1 名） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         四国化工機株式会社訪問            霊山寺訪問 
 
 
国国際際交交流流イイベベンントト 

今年度の国際交流イベントも、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必要最小限に抑えた形で活動を

行った。具体的な活動は以下のとおり。 
 
 NUS（（National University of Singapore））ととののオオンンラライインン交交流流会会  

2022 年 9 月 29 日（火）19 時から、National University of 
Singapore 日本語クラスとオンラインでの交流会を行った。今

回の交流会では、「身近にある SDGs 問題」をテーマに、参加

者がグループごとにスライドを用いて日本語と英語でお互い

に紹介を行った。本学からは 20 名の学生が参加し、NUS で日

本語授業を受講している学生 56 名と交流を行った。 
本学の学生は事前に 3 回ほどの事前学習を行い、教養教育院

モートン准教授より効果的な英語プレゼンテーション方法な

どについて学んだ。参加した日本人学生からは、 
 
 「準備期間は短かったものの、SDGs に関して知らなかったことを調べられたので良かった。実際

の交流ではシンガポールの土地不足について知ることができた。」 
 
 「院生の方とペアを組んで、計画の進め方・考え方などいろいろな事を学べてとてもいい経験でし

た。発表当日は向こうの方の英語がとても速くて、自分の至らなさを知るいい経験になりました。

日本語がとても上手で感動しました。英語と日本語を交えながら交流できてとてもいい経験です。」 
 

などの感想を聞くことができた。 
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 着着物物体体験験 

2022 年 11 月 17 日（木）に日本語研修コースで学ぶ留学生を対象に着

物の着付け体験を行った。今回は、地域サポーター（JSS: Japanese 
Speaking Society）からの支援を受け、常三島キャンパス体育館内でイベ

ントを実施した。 
本イベントには 10 名の留学生が参加し、それぞれ講師の指示に従い、

着物の着付けを体験した。男性は、阿波踊りの着流しを体験した。 
 

 書書道道体体験験 

2022 年 12 月 13 日（火）10 時 30 分～12 時まで、常三島キャンパス総

合科学部 2 号館内で書道体験イベントを開催した。今回のイベントには、

日本語研修コースで学ぶ学生 9 名に加え、本学医学部保健学科にフィン

ランドからの交換留学生として来徳していた 2 名の学生が参加し、上記

同様、地域サポーター（JSS）の協力を得てイベントを開催した。 
それぞれが講師の指示に従い書道を体験し、最後には講師から各自の名

前を漢字で書かれたカードをプレゼントとして受け取っていた。 
 

 和和太太鼓鼓体体験験 

2023 年 2 月 14 日（火）10 時 30 分～12 時まで、常三島キャンパス内け

やきホールにて和太鼓体験イベントを実施した。今回は、吉野川市で活動

を行っている「NPO 法人太鼓の楽校」に協力頂き同イベントを開催したが、

日本語研修コースで学ぶ留学生 9 名に加え、後述する GRIP（Global person 
Resources Intensive Program）に参加した日本人学生 2 名も参加し、和太

鼓を体験した。 
今回の和太鼓体験では、同 NPO 団体の指導に従い、三宅島の「三宅太

鼓」を体験した。 
 
 

学学生生ササポポーータターー 

本学外国人留学生をサポートし、交流活動を支援する「学生サポーター」（本学日本人学生）がある。セン

ターが実施する日本語教育には集中講習型の日本語研修コース、外国人留学生・研究者・研究生とその家族

対象の総合日本語コースがあり、各クラスの要請に応じて学生サポーターに授業や日本文化体験イベントへ

の参加を要請している。また、サマースクールをはじめ、センターで行われる事業のサポートも依頼してい

る。 
学生サポーターには 45 人（2023 年 3 月 11 日現在）が登録している。 
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